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り、国際的視野を養 う」 ことを目的に、平成15年 度 シド




シドニー大学 との交流担当小委員会(委 員長:森 雅美教









　　平成15年 度は6名 の募集に対 し7名 の応募があった。
　シドニー大学との交流担当小委員会において1名 の増
名古 屋市 立 大学 看 護学 部 シ ドニ ー大 学 との 交 流 担 当 小 委 員 会 委 員
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く、平成15年 度は、2年 生3名(加 賀田聡子 ・加藤有
美 ・藤野泰平)、3年 生4名(佐 古真利乃 ・千田美咲



























3)シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 で の 研 修
研 修 日程 と、 シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 で の研 修 プ ロ グ
ラム は 表1と2に 示 した とお りで あ る。 初 日 に、 研 修
の オ リエ ンテ ー シ ョン と、 そ れ に 引 き続 いて オ ー ス ト
ラリアのヘルスケアシステムや看護などについて講義













ムを修了 した学生であることは承知 していたが、シ ド
ニー大学看護学部が現在新カリキュラムへの移行期に
あり、改善される前のもの(3年 生、4年 生に開講さ




















ていた。 しかし参考文献 については、出発時に確認 し
たところ、全員の学生が読んでいないという状況であっ
た。その理由は、語学力、の問題から与えられた時間内











チュー トリアル形式であった。 このチュー トリアルに
よる教育は、看護学部独自のものではなく、 シドニー
大学が大学全体で導入 している教育方法である。学生
は各科目、週1回 の講義と週1回 のチュー トリアルを
受講することになっている。チュー トリアルのグルー
プ数は学部や科目によって異なるが、看護学部では、


















② 病 院 見 学
昨 年 度 と 同様 、Royal　 Prince　 Alfred　 Hospita1と
Royal　 North　 Shore　 Hospitalの2カ 所 を 見 学 した。
この2病 院 はそ れ ぞ れ 、 ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェー ル ズ州 の
Area Health ServicesのMetropolitan & Greater S
y4ney地 区 を さ らに8分 割 した小 さな 地 区(図1)の
基 幹 病 院 で あ り、 ど ち ら も シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 の実
習 や 、 そ の 他 の 実 習 や 研 修 を受 け入 れ て い る教 育 病 院
で あ る。 病 院 見 学 で は 、 そ れ ぞ れ の 病 院 で 、Nurse
Managerか らそ の病 院 の 概 要 や 看 護 につ い て説 明 を
受 けた後 、病 院 内 を見 学 した。 見 学 場 所 は、 学 生 の希
望 を踏 ま え な が ら、 そ の 時 に見 学 可 能 な状 況 に あ る場
所 が選 ば れ た。ICU、NICU、 移 植外 来 、 外 科 系病 棟 、
内科 系 病 棟 、 小 児 病 棟 な どを 見 学 した。 こ の病 院 見 学
時 の説 明 を理 解 す る上 で 、 初 日の オ ー ス トラ リア の へ,
ル ス ケ ア シス テ ム や看 護 に 関 す る講 義 が 役 だ って い た
よ うで あ る。
(3)交 流 会
研修2日 目の夕方 に交流会が開催 された。 シドニー



















に1週 間の振り返りと、研修を通 して自分が変化 した























る。改善 して欲 しい点では、7名 中6名 が期間をもう
少 し長 くして欲 しいと考えていた。
研修最終 日に学生が研修を振 り返 って、研修を通 し




























































に語学(英 語)や 英会話の能力を設定 しない選考方法
を継続する間は、初日のオリエンテーションや病院見
学時の通訳は必須であると考え られる。今回の評価で















平成14年 度に引き続 き、平成15年 度もシドニー大学
看護学部における1週 間の学生研修を実施 した。今年
度の学生研修ではシドニー大学看護学部で開講されて





ス トラ リアの文化や医療、看護を知 り、国際的視野を
養 う」は概ね達成できたと評価できた。ただし、今回
の研修ではオース トラリアの文化を知 るという点につ



















けて もプログラムの改善などを本学 と協議 して前向 き








援 して くださ った シ ドニ一大学看護 学部Alumni&
Professional　 Relations　 OfficeのDirectorで あるMs.
Judith　Romanini、　 Ms.Romaniniの 補佐 と して学生
の活 動 を細 やか に援 助 して くだ さ ったMs.Nada
Dunda、 病院見学などの通訳を務めて くださったMs.
Taeko Rocheに 感謝申し上げます。 さ らに、研修の旅
行を取 り扱い渡航準備の説明等ご協力 くださいました近
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